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今年は，5 月 8 日，新型コロナウイルス
感染症の位置付けが 5 類感染症に移行し，
コロナ禍前に戻った部分とそのままの部分
とが混在した日々でしたが，僕にとっての
一番のイベントは，コロナ禍が収まるまで
はと延期してきた高校と大学の同期同窓会
を 11月 3日，4日に連日で開催したことで
す。高校の同窓会では，定年退職後のセカ
ンドライフを楽しそうに語る同級生たちに
会いワーク・ライフ・バランスを見直そうと
思いましたし，大学の同窓会では吉田浩己
鹿児島大名誉教授から「60 代は気力，体
力の衰えは心配なく，新たな挑戦をするの
に遅くはないので，ぜひ，元気で新しいこ
とにもチャレンジしてほしい」との祝辞を
頂き，新たにチャレンジするものを模索し
ています。

「一年を振り返って」は，池田耕治副会長
をはじめとする各医会会長から，年末挨拶
として今年の活動と来年の抱負をご投稿頂
きました。お忙しい中，投稿してくださっ
た皆さんに感謝致します。内科医会の有村
公良先生が書いておられるように，講演会
は完全 Web からハイブリッドに移行し，最
近では完全リアル開催も始まりました。
Web 参加の良い点は，移動時間を気にする
ことなく，自分の空間でゆったりと聴講可
能にもなります。一方，現地参加すると，
講演に対する講師の熱気を感じられますし，
いろいろな先生と直接お会いして情報交換
もできます。皆さんはどちらを選択してい
らっしゃいますか？ 僕は現地参加が増えて
います。

医療トピックスは，医師会病院薬剤部
の青木理歩先生から「活性生菌製剤の違い
について」と題した腸内環境を改善する薬
剤の紹介でした。7 月に大阪で開催された日
本小児皮膚科学会学術大会のテーマは「小
児における腸皮膚相関」で，腸内フローラ
が乱れて悪玉菌が増えると便秘になり，子
供ではアレルギーや学習障害，大人ではパー
キンソン病や認知症の誘因となることを知

りました。善玉菌を増やすには，発酵食品
の摂取が良いそうで，会頭の関西医科大学
小児科の金子一成教授は，「子供には和食（ご
飯，味噌汁，納豆，糠漬け）の摂取をお勧
めしたい」と会頭講演で述べておられまし
た。我が初孫が美味しそうにヨーグルトや
納豆ご飯を食べる姿に便秘と無縁に成長し
そうで安堵しています。

学術は，医師会病院産婦人科から「術前
に卵管留血腫を疑ったが，卵管明細胞境界
悪性腫瘍の診断に至った一例」と題した極
めて珍しい卵巣がんの報告ですので，ご一
読ください。

随筆・その他は，粟 博志先生から「音楽
の散歩道その6 －懐しい女性歌達－」，
小田原良治先生から「制度創設時に立ち返
り医療事故の定義を再確認しよう（2）」と 2
編の連載投稿がありました。また，リレー
随筆は，鹿児島市立病院の宿里正顕先生か
ら「探訪！九州外～行ってみたいと思いま
せんか～」と題した九州を飛び出しての旅
行記でした。印象深い場所として紹介され
た広島県大久野島（毒ガス島）は，戦前，
陸軍が毒ガスの製造，貯蔵をしていた島で
実験用に兎も飼育されていました。しかし
現在，島で見られる兎はその時の兎の子孫
ではないようです。

鹿市医郷壇の兼題は，師走に相応しい「気
忙し（きぜわし）」です。祖母が教えてくれ
たのですが，現在の医療保険制度が始まる
前の開業医は，診療費の支払いを1年に1度，
12 月にしてもらっていたので，集金をする
ためのスタッフを雇ったり，支払いに来る
人の為のおもてなしもしたりと気忙しい
日々だったそうです。

師走は忘年会の季節，カロリー摂取過多
でメタボにならないように，ヒポクラテス
の「歩くことは人間にとり最良の薬」を糧
に積極的に歩くように心掛けましょう。

（編集委員　島田 辰彦）

編 集  後 記鹿児島市医報投稿規程

　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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投稿規則

コーナー

論説と話題

医療トピックス

学      術

思 う こ と

随筆・その他

鹿市医図書室

区・支部だより

各種部会だより

各 種 報 告

3，000字以内・医報２頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

原稿分量
【別表１】

 
約５cm 

約7cm 

約9.５cm 

約14.５cm 

基　本　形
約２００字

半頁の大きさ
約７５０字

【別表2】
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